
人権週間 「誰か」のこと じゃない。 

啓学会生活部研修会 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校訓 「自主 自律 実践」 

船 穂 中 だ よ り   船穂中学校 HP 
 QR コード  

 第３８号  
令和５年 11 月２9 日  

12/4（月）～12/10（日）は人権週間です。私たちは、一人ひとりみんな幸せに生きる権利をもっ

ています。ですから、他人を不幸にして自分だけ幸せになればいい、というものではありません。お互

いに相手の人権について考えてみることが大切です。皆さんは、いじめをしてはいませんか。いじめは

人権侵害です。いじめられた子は、自由にのびのびと勉強することや活動することができなくなり、人

間らしく生きることさえもできなくなるからです。この機会に友達や学校のみんなが幸せになるために

はどうしたらいいか考えてみましょう。皆さんの中に、嫌がらせを受けて悩んでいる人、困っている人

はいませんか？そんな時は誰でも気分が落ち込むものです。一人で抱え込まず「つらいときは、つらい」

と言う。困ったときは、「こんなことで困っている」と言う。どんどん口に出したら、聞いた相手が考

えてくれる。人のことだからかえって一生懸命になってくれる。自分の胸の内を隠さず、友だちや担任、

学校の先生、保護者の方に勇気を出して言いましょう。きっとよいアドバイスを出してくれますよ。 

※ 人権標語：クラスから選出された作品２点です。 

１年 A組         「叫んでる 誰かに届け 本当の声」 

１年 A組         「大切な みんなの命 いじめるな」 

1年 B組         「その笑顔 ほんとに 本物？」 

  1年 B組         「大切に 世界で一つだけの 自分の個性」 

  ２年 A組         「認め合おう 性別なんて関係ない」 

  ２年 A組         「笑うなよ 君ももってる 個性だよ？」 

   ２年 B組         「いじめとは 人の心を くるわせる」 

  ２年 B組         「あだなダメ 一人一人に ある名前」 

  ３年 A組         「認め合おう 1人 1人の 大切な色」 

 ３年 A組          「いじめ消えた未来 けじめつけて期待」 

３年 B組          「その行動 やっても良い事？ 悪い事？」 

３年 B組          「ごめんなさい 待たずに 自ら謝ろう」 

「令和５年度 岡山県児童生徒いじめ防止標語」 

優秀賞 ３年 B組        「SNS 道をはずすと SOS」 

11月 26日(日)船穂中学校 調理室において、啓学会生活部研修会が行われました。今回は、お好み焼き

店勤務経験者である、     さん、    さんを講師に迎えて料理教室を開催しました。メニューは、

広島焼きとフレンチトーストでした。まず、全員でフレンチトーストの下ごしらえをしました。卵液がパン

にしみ込むのを待つ間に、広島焼きを作りました。最初に講師の先生が手順を説明しながら見本を焼いてく

ださり、その後順番に参加者が焼いていきました。その際講師の先生がそばで細かくアドバイスしてくださ

ったので、失敗もなく、感動的な仕上がりになりました。フレンチトーストは、卵、牛乳、砂糖だけでなく、

バニラエッセンスやオレンジリキュールコアントローで風味を付けて焼くことで、ワンランク上の味わいに

なりました。作り立ての美味しいお料理とデザート、そして楽しいおしゃべりで、和やかに交流を深めるこ

とができました。 


